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【今週の相場展望】

東京株式市場

米国株式市場

金融政策通過後は業績と物色の広がりに注目

FOMC後の金利と株価の反応を見極めたい

■日銀金融政策決定会合後の関心は企業業績へ
今週は日銀金融政策決定会合が開催予定。金

融政策を確認後、市場の関心は今後の企業業績
や見通しへ移りそうだ。

■10月以降は円相場と長期金利が焦点に
9月は季節的に商いが細りやすいとみられる。

１０月以降は国債増発懸念や長期金利の動向に
加え、円相場が企業業績に与える影響にも注意し
たい。

■株価上昇の持続には売買代金の回復も重要
右のグラフは4/1終値に対するTOPIX、日経

平均株価の騰落率推移と東証プライム市場の売
買代金推移（9/9迄）。株価上昇のためには、投資
家の参加拡大を示す売買代金の回復にも注目し
たい。
個別では金利上昇局面で選好されやすい業種

に加え、高バリュエーションを背景に調整した業
種から、利益成長が高く、ＰＥＧレシオ※の低い銘
柄などを選別し、押し目買いを考えたい。

※ＰＥＧレシオ：PERを予想利益成長率で割り、利益成長を
加味して株価の割高・割安を測る指標。

■9月FOMC→10月決算発表→１１月中間選挙
今週は、15～16日のＦＯＭＣが最大の焦点。１１日

発表のＣＰＩを受けた政策金利の見通しに加え、経済
見通しやドットチャート、FRB議長会見に注目したい。
１６日には８月小売売上高も発表される。

中間選挙年の９月は株価が振るわない傾向があり、
FOMC通過までは中東情勢や長期金利をにらんだ
神経質な展開が想定される。一方、金融政策を巡る
不透明感が後退すれば、１０月以降の決算発表シー
ズンを見据え「段階的な押し目買い」を考えたい。

■金利上昇下の押し目を狙う手も
堅調な雇用統計を受け長期金利が上昇、足下で株

価は調整したものの、６月からのトレンドではＳ＆Ｐ
500指数は依然、底堅く推移している。金利上昇へ
の警戒が続く一方、景気・企業業績への期待が株価
を支えているとみられ、ＦＯＭＣ後の株価の反応を見
極めて動きを読む必要がありそうだ。（9/10記門馬）
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折れ線：2026/4/1終値に対する騰落率推移（2026/9/9迄）
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東証プライム上場企業の2027年3月期業績見通し（1Q決算終了時点）
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